
広報いせ　平成30年７月15日号

広報

伊勢市の情報をお届けします 2018

7月15日号
No.240

（☎ 22-7885　 FAX 23-8641）文化振興課

　市内に伝わる「お祭り」の特徴や歴史を紹介する企画展
を開催します。また、かんこ踊りと河崎音頭の特別公演を
行います。皆さん、ぜひお越しください。

　市内の「お祭り」を４つに分類し、写真・パネルなどの展示物で紹介します。
　特別公演では、円座のかんこ踊りと鹿海・朝熊の河崎音頭を、各保存会に披露していただきます。
　また期間中、学芸員による展示解説や二見に伝わる「蘇民将来の民話」にまつわる紙芝居も行います。
　「お祭り」が末永く伝えられていくための備忘録になれば幸いです。
【展示解説】８月11日（祝）・18日（土）、13時～14時
【紙 芝 居】８月12日（日）・19日（日）、11時30分～、14時～、15時30分～

※小学生以下の子どもには、プレゼントがあります。

 ～はぐくまれてきた 　
伊勢の文化～

展企 画

内 容

と き 〔企 画 展〕

（11日 は20時まで）
〔特別公演〕8月11日  18時～

※天候状況により、中止する場合があります。

ところ〔企 画 展〕おかげ横丁・大黒ホール（名産味の館２階）
〔特別公演〕おかげ横丁・太鼓櫓

やぐら

展示解説は企画展会場内、紙芝居はお
かげ横丁かみしばい広場で行います。

8月10日金～19日日 ９時30分～18時

（びぼうろく）

伊勢の
お木曳行事

円座のかんこ踊り

河崎音頭

一色の翁舞

御頭神事

和谷式神楽

伊勢神宮の御田祭
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シリーズ循環型社会

M
も っ た い な い

OTTAINAI
～ 3Ｒ+ リスペクト～ をもう一度 !!

（☎ 37-1443　 FAX 37-0189）清掃課

ごみ分別ＰＲキャラクター
あかかもし

生ごみを減量しよう！ ~水切り大作戦編~
あかかもしが、燃えるごみを出そうとしています。でも……

今日は、燃えるごみの日だ！

よいしょ、よいしょ。
あかかもし！

その燃えるごみは何!!

しっかり減量せないかんよ。

そうやよ、あかかもし。

市内の家庭から出される燃えるごみのうち、生ごみが全体の

約35％を占めとるんやに。その約 80％が水分なんやって。

また、水分が多いと、

清掃工場の焼却炉で燃えにくくなるんよ。

そのために、ごみの処理経費が

高くなるんやよ。

生ごみを出すときは、水分を“ギュッ”と

ひと絞り。その他には、茶がらやスイカ

などの果物の皮は乾かすといいよ。

そうやよ、あかかもし！

生ごみの水分を切って出せば、

燃えるごみの量を大幅に減らすことができるんやよ。

そうかぁ、ごめんな。

ところで、

水切りをしないといけないことは、

分かったけど…。どうしたら、ええの？

水分の多い生ごみは、とても傷みやすくて、

ごみ集積所で臭いのもとになっとるんさ。

あかかもしあおかもし

あおかもし
ももかもし

35 80

これなら僕にもできるなぁ。
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種類 電動式
乾燥型

電動式
バイオ型 密閉式容器 コンポスト

化容器

概要
生ごみを電
動で乾燥さ
せる

生ごみと微
生物を電動
で混ぜ合わ
せて分解す
る

生ごみと微
生物を手動
で混ぜ合わ
せて分解す
る

生ごみと土
を交互に重
ねて堆肥化
する

設置場所 屋内・屋外 屋内・屋外 屋内・屋外
屋外

（土がある
ところ）

価格の
目安 3～9万円 3～9万円 1,000～

5,000円
1,000～

1万円

あかかもしには、

「生ごみの水切り名人」になってもらおに！

では一緒に、「生ごみの水切り方法」を

勉強するわよ！

僕は三角コーナーを使う場合、

卵の殻などは「細かく砕いて」入れとるよ。

半分に割れたり大きい殻は、

水が溜まってしまうかも！

よーし。

水切り大作戦、

がんばるぞー。

生ごみの水切り方法
一番大切なことは、生ごみを 水に濡らさない！

生ごみ処理機 を使ってみよう！

1
工夫

2
工夫

●できる限り、シンク内に三角コーナーなどを置かない。
もし置く場合は、ごみを出す前日に水切りをする。また、
容器は水切りがしやすい物を使用する。
●シンクの排水口にネットなどを付けている場合も、ごみ
を出す前日に取り出し、水切りをする。
●茶がら、ドリップコーヒーの残りかす、紅茶のティーパ
ックなどは、乾かしてから出す。

いろいろな水切りグッズがあるよ。

紙袋やチラシなど、

身近な物を折っても作れるんさ。

みんなも、一度やってみてな！

「生ごみ処理機」にも、

いろいろな種類があるよ。

右表を参考にしてみてな！

市では、購入費の助成もしとるんさ。

この機会にぜひ利用してください！

生ごみ処理機を使うことで、

・ごみが少なくなって軽くなる

・生ごみの臭いが減る

などの効果があるよ。

また、花や野菜の堆肥になるものもあるんさ。

購入費の助成申請の方法は、清掃課へ聞いてな！

絞れる三角コーナー分離タイプ紙袋タイプ

　これらは代表的な例で、生ごみを捨てる前の「水分のひと絞り」をする
ためのものです。道具を使うことで、手早く「水分のひと絞り」ができます。
　次は、生ごみを分解する方法です！

生ごみ処理機の種類など

伊勢市　生ごみ 検索

※購入費の助成など詳しくは、
　清掃課へ問い合わせるか、市のホームページをご覧ください。

あおかもしの「ひとことアドバイス」

減量編

水切りグッズ を使ってみよう！
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楽しくいせの文化と歴史を学ぼう!!
（☎ 22-7885　 FAX 23-8641）文化振興課

みて！ きいて
！

たしか
めて！

　市内には、さまざまな文化・歴史を学べる施設がたくさん
あります。夏休みに、伊勢の文化と歴史を楽しく学びません
か？この夏の思い出づくりは、博物館施設で！

賓日館

伊勢河崎商人館

尾崎咢堂記念館

山田奉行所記念館

夏休み企画「賓日館＋（プラス）プロジェクト」

昔の商人の道具を使ってみよう

子ども咢堂講座「咢堂 この人を知ろう」

キッズフェアー
子ども茶道ふれあい教室

小学生
対象

小学生
対象

小学生
中学生

対象

小学生
対象

と　き 7月21日㈯～8月31日㈮

と　き 7月28日㈯・11時～、29日㈰・11時～

と　き 8月4日㈯、10時～11時30分

と　き 7月22日㈰、9時30分～11時

と　き 8月22日㈬、
10時～11時・13時～14時

定　員 ❸のみ尺八・お琴それぞれ各回４人（先着順）

定　員 各15人（先着順）

定　員 50人（先着順）
申し込み 前日までに電話（☎36-8833）で同館へ

申し込み 前日までに電話（☎22-4810）で同館へ

定　員 50人（先着順） 申し込み 前日までに電話（☎22-3198）で同館へ

定　員 各20人（先着順）
参加費 100円（保険料を含む）

申し込み 8月10日㈮までに電話で同館へ

申し込み ❸のみ電話（☎43-2003）で同館へ 　　　　　　　　　※入館料（小学生150円）が必要です。

内　容
❶＋知　る「伊勢のまちかど博物館展」…伊勢の各まちかど博物館によるブース展示や各種体験
❷＋クイズ「賓日館子どもチャレンジクイズ」…設置したクイズに答えて賓日館博士に！
❸＋和楽器「夏休み♪尺八･お琴教室」（７月22日㈰・８月12日㈰、10時～・10時30分～・11時～・11時30分～）
❹＋おはなし会「絵本と音楽のおはなし会」（８月11日㈷・10時30分～、対象：乳幼児～小学校低学年）

内　容 昔の商人の道具を使う体験と伊勢河崎商人館の探検ツアーを行います

内　容 尾崎行雄の一生を分かりやすくお話しします

伊勢古市参宮街道資料館 古市の歴史を学ぼう小学生
中学生

対象

と　き 7月28日㈯、10時～11時

定　員 30人（先着順）
申し込み 前日までに電話（☎22-8410）で同館へ

内　容 昔の古市街道について分かりやすくお話しします

内　容 山田奉行所や伊勢の歴史をクイズ形式で学びます
（歴史クイズ大会、紙芝居の上演、昔の遊びコーナー、模擬店）

内　容 抹茶の点
た

て方やお菓子のいただき方などの
作法を体験します

小学生
対象

（保護者も可）

期間中の各施設の休館日
賓日館・山田奉行所記念館・伊勢河崎商人館
　……火曜日
伊勢古市参宮街道資料館・尾崎咢堂記念館
　……月曜日（7月16日を除く）、7月17日㈫

2018 ISE COLLECTION
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申
し
込
み

　

8
月
３
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、
受
験
者
本
人
が
申
込
書
・

必
要
書
類
を
直
接
・
郵
送
で
同

課（
〒
５
１
６

－

０
０
１
４
楠

部
町
３
０
３
８
）へ

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項・受
験
申
込
書
は
、

同
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
URLhttp://hospital.city.

ise.m
ie.jp

）に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

受
験
資
格

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

•

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
、
臨
床
検
査
技
師
免

許
を
有
す
る
、
ま
た
は
平
成

31
年
3
月
に
免
許
取
得
見
込

み
で
あ
る

•

宿
日
直
勤
務
が
で
き
る

•

地
方
公
務
員
法
の
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い

•

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

は
、
永
住
権
ま
た
は
特
別
永

住
者
の
在
留
資
格
を
有
す
る

こ
と

試
験
日

　
8
月
16
日
㈭

採
用
予
定
日

　
平
成
31
年
4
月
１
日 伊

勢
総
合
病
院
経
営
企
画
課

（
☎
63

－

９
０
５
３　
FAX
27

－

５
７
７
７
）

伊
勢
総
合
病
院
の
職
員
を
募
集

～
人
間
性
豊
か
な
市
民
病
院
～

臨
床
検
査
技
師･･･

１
人
程
度

職
種
・
採
用
予
定
人
員

親子施設見学会
対　象 小学生とその保護者

申し込み 7月17日火・9時から、電話で各施設へ（いずれも先着順）

夏休
み

伊勢志摩総合地方卸売市場 消防本部・防災センター
　伊勢志摩地方の台所である早朝
の市場を探索し、普段は見ること
のない「青果の競り」や「マグロ
の解体」などを見学します。

　防災体験学習室の見学や、
放水体験などを通じ、防火・
防災意識を高めます。

と　き ８月８日㈬・23日㈭、６時30分～９時
と　き ７月23日㈪・24日㈫、

９時30分～11時30分
定　員 各日60人（保護者を含む） 定　員 各日40人（保護者を含む）

申し込み 電話で同市場（☎37-5050）へ〔受付時間は９時～15時〕 申し込み 電話で消防本部総務課（☎25-1264）へ

伊勢総合病院 伊勢広域環境組合 清掃工場・リサイクルプラザ
　院内見学や看護
の模擬体験などを
通じ、医療に対す
る意識を高めます。

と　き ８月21日㈫・27日㈪、
14時～16時

と　き ８月２日㈭、９時～11時30分
内　容 清掃工場を見学し、ごみを減らすための工夫や分別方法をクイズ形式で

学びます。廃食油をリサイクルするためのキャンドル作りや、ごみ収集
車の乗車体験もあります。

定　員 各日15人（保護者を含む）

定　員 30人程度（保護者を含む）
持ち物 汚れても構わない服装、〔用意できる

場合：１人分〕廃食油（200cc）・空き
びん１個（高さ・直径６～７cm）申し込み 電話で同病院総務課

（☎23-5111）へ 申し込み 電話で清掃課（☎21-5544）へ

“もったいない” ～ごみを減らそう！分別しよう！～
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（☎ 22-7881　 FAX 23-8641）学校教育課

家庭と地域の力で

子どもが生き生き輝く
夏休みに！

子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。
安全で有意義な夏休みになるよう、家庭や地域の大人が連携して、しっかり支援しましょう。

子どもたちのちょっとした変化や
心のサインに気を配りましょう
　スマートフォンの急激な普及などにより、子どもた
ちを取り巻く環境が変わってきています。
　インターネットなどを通して、これまででは考えら
れなかった所と接点ができている場合があり、子ども
に起こっていることが大人に見えにくくなっています。
　スマートフォンなどは、使い方や使う時間などを家
族で相談し、ルールを決めておきましょう。
　また、子どもたちの様子に気を配り、ちょっとした
変化や心のサインを見逃さない
ようにしましょう。
　子どもたちが安心して過ごせ
るよう、危険な目に遭わないよ
う、地域ぐるみで子どもたちを
見守っていきましょう。

健康で生き生きとした生活を送るために

子どもたちが事故に
巻き込まれないように
しましょう
　夏休み中は、自由に過ごせる時間が増えることで、
子どもたちの行動範囲が広がる傾向にあります。この
ことから、交通事故などの発生が心配されます。
　市内でも、子どもたちが関わった自転車事故が起こ
っています。安全のためのヘルメットの着用はもちろ
ん、二人乗り・並進の禁止や、停止線での一時停止な
ど、交通ルールを守ることについて、いま一度確認を
お願いします。
　また、水遊びでの事故も心配されます。水遊びは楽
しいものですが、注意を怠ると大きな事故につながる
危険なものでもあります。
　遊泳禁止区域では絶対に泳がないようにするととも
に、水の事故が起こらないようにみんなで注意喚起し
ていきましょう。

夏休みならではの学習を

　読書や自由研究など、各校から
出された夏休みの課題に時間をか
けて取り組むことは、子どもたち
の知的好奇心を満たし、確かな学
力をつけることにつながります。
　また、趣味やスポーツに取り組むことや、芸術に触
れること、野外で自然体験をすること、ボランティア
活動や地域の行事に参加することも、子どもたちの個
性を伸ばす上で貴重な経験であり、温かい人間関係を
築いていく態度の育成につながります。
　夏休みは、子どもたちが自らいろいろなことを
学ぶ絶好の機会です。
　子どもたちの心と体が健やかに成長する
夏休みになるよう、しっかり支援して
いきましょう。

　長期の休みという解放感から、子どもたちの生活は
不規則になりがちです。
　子どもたちが夏休み前に立てた計画がきちんと実行
できるように、見守りをお願いします。夏休みの課題
の進み具合はもちろん、食事や睡眠時間など生活の様
子を把握し、楽しい中にも規則正しい生活を大切にし
て、子どもたちが健康で生き生きと過ごせるように、
しっかりと支援しましょう。
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米国西海岸都市で
 伊勢の魅力を発信！

　23日・24日、日本の
ラーメン文化をテーマ
としたイベントに参加
し、オークランド市のラーメン店で伊勢の観光
と特産品（伊勢茶、地酒、二見の塩、伊勢海

の り
苔、

菓子など）の魅力を紹介しました。来場した多数
の皆さんから「伊勢に行ってみたい」「伊勢の特
産品を購入したい」との声が相次ぎました。ま
た、サンフランシスコ市とオークランド市の映
画館で、日本で制作されたドキュメンタリー映
画「ラーメンヘッズ」の上映に合わせて伊勢の
観光ＰＲを行ったところ、映画と関連付けて紹
介した伊勢の「箸

はし
」が大好評でした。

　25日には伊勢の工芸品（和紙、木綿など）と特
産品のＰＲ、伊勢神宮の森と日本人の心に迫る
ドキュメンタリー映画「うみやまあひだ」の上
映をパロアルト市の店舗で行い、現地の人に伊
勢の多様な魅力を伝えました。

これからも海外での伊勢の知名度を上げ、観光客の増加とまち
の活性化につながる取り組みを戦略的に進めていきます。

　女優である樹
き き

木希
き り ん

林さんの伊勢参りを追った
ドキュメンタリー映画「神宮希林 わたしの神様」
の上映会が、樹木さん本人も参加し、ロサンゼ
ルス市の南カリフォルニア大学（ USC）で行われ
ました。
　大学関係者を中心とする来場者の皆さんに、
樹木さんの感性を通じて伊勢の文化と魅力を伝
える貴重な機会となりました。上映後には質疑
応答が行われ、現地の高校に通う女性の「100
年後も、みんなが式年遷宮のような祭事に参加
する伝統は続くと思いますか」という質問に、
樹木さんが「この地球が平和に存続する限り、
続くと思います」と答えると、会場は大きな拍
手に包まれました。

観光誘客課（☎21－5565　FAX28－2404）

3月23日（金）〜25日（日）

4月14日（土）

0

（件）

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

23年

2,6112,611
4,3714,371 4,4584,458

遷宮後もUP！遷宮後もUP！

4,6074,607
5,9085,908

8,7928,792
9,8439,843

24年 25年 26年 27年 28年 29年平成

第62回
式年遷宮

伊勢志摩
サミット

お伊勢さん
菓子博
2017

データで見る伊勢の観光［海外編］
外国人への観光案内件数（市内観光案内所）

注目
  情報！！
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名
に
上
り
ま
す
。
歴
史
上
、
感

謝
と
祈
り
、
日
本
の
心
の
原
点

を
全
国
に
示
せ
る
の
は
、
伊
勢

の
地
以
外
、
他
に
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
絵
巻
行
列
は
、
平
成
32

年
５
月
の
催
行
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
次
世
代
へ
歴
史
を
伝
承

し
、
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て

伊
勢
の
振
興
の
一
助
と
な
り
、

日
本
の
心
の
原
点
を
全
国
に
発

信
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
が
必
要
で
、
現

在
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に

絵
巻
行
列
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー

　
「
歴
史
街
道
い
せ
」
で
は
、

平
成
29
年
１
月
１
日
に
伊
勢
参

宮
絵
巻
準
備
会
を
有
志
に
よ
り

設
立
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
は
神
宮
御
鎮
座
に
そ
の

起
源
を
発
し
、
そ
の
お
か
げ
の

下
で
繁
栄
を
享
受
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
貴
重
な
歴
史
を
時
代

絵
巻
と
し
て
表
現
し
、
恩
恵
に

感
謝
す
る
と
い
う
の
が
、
準
備

会
設
立
の
趣
旨
で
す
。

　
古
く
伊
勢
は
、
権
力
も
侵
す

べ
か
ら
ざ
る
神
聖
な
地
で
し

た
。
伊
勢
街
道
は
、
全
国
各
地

か
ら
１
日
に
約
20
万
の
人
々
が

往
来
し
、
に
ぎ
わ
っ
た
と
の
記

録
も
あ
り
ま
す
。
禊み

そ
ぎ

の
宮
川
を

渡
り
、著
名
人
も
一
般
庶
民
も
、

一
生
に
一
度
の
念
願
の
お
伊
勢

参
り
と
し
て
、
こ
の
地
に
至
っ

た
の
で
す
。

　
絵
巻
行
列
で
は
、
皇
大
神
宮

を
創
建
し
た
倭

や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
や
初
代
斎

王
大お

お
く
の
ひ
め
み
こ

伯
皇
女
、
平
清
盛
、
源
義

経
な
ど
が
登
場
し
、
そ
の
他
参

宮
記
録
に
残
る
著
名
人
は
百
余

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

動
団
体
に
と
っ
て
は
重
要
な
問

題
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
の

困
り
事
は
、
活
動
資
金
が
あ
れ

ば
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
休
眠
預
金
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
長
い
期
間
出
し
入
れ
が
な

い
預
金
の
こ
と
で
、
払
戻
額
を

差
し
引
い
て
も
、
毎
年
７
０
０

億
円
程
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、平
成
28
年
に「
民

間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め

の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の

活
用
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
趣
旨
は
、
休
眠

預
金
を
市
民
活
動
の
促
進
に
使

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
お
金
の
取
り

ま
と
め
を
す
る
団
体
の
公
募
が

内
閣
府
か
ら
告
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
て
も
大
き
な
金
額
な
の

で
、
地
方
に
も
充
分
に
行
き
渡

る
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
形
で

休
眠
預
金
の
有
効
活
用
を
し
て

い
く
の
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活

場パ ル テ ィ ４ コ マ 劇

休
眠
預
金
が

年
間
７
０
０
億
円
?!　

う
ー
ん
。

な
ん
だ
い
、
こ
れ
は
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
?!

海
を
汚
し
た
ら

だ
め
だ
よ
！

休
眠
預
金
を
少
し

ま
わ
し
て
、
海
の
清
掃
を

や
っ
て
ほ
し
い
！

●
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
指
定
管
理
委
託
料

　
１
４
２
５
万
５
千
円

●
利
用
人
数

　
６
万
４
７
７
６
人

（
平
成
29
年
度
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
20

－

４
３
８
５　
FAX
20

－

４
３
８
６
）

No.75

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

休
眠
預
金
の
有
効
活
用

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

●
歴
史
街
道
い
せ

http://rekisikaido-ise.org
歴史街道いせ
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◆
宇
治
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
コ
ー
ス

　
６
月
９
日
に
、
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
正

し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
市
の

　
市
で
は
、
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み

と
し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く

り
」
を
進
め
て
お
り
、
市
内
全

域
で
23
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
、「
自
分
た
ち
で
考
え
て
自

分
た
ち
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

く
」
と
い
う
考
え
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
進
修
ま
ち
づ
く
り

の
会
と
御
薗
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
２
月
に
発
足
し
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
各
団

体
と
助
け
合
い
、
連
携
を
深
め

つ
つ
「
心
豊
か
に
住
み
続
け
た

い
と
思
う
ま
ち
」
を
つ
く
り
上

げ
る
た
め
、
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
揚
げ
大
会
」
や
、
防
災
講
習

会
・
町
内
一
斉
清
掃
な
ど
「
住

み
よ
い
み
そ
の
」
の
実
現
に
向

け
て
、
日
々
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
御
薗
の
全
地
区
で
構
成

さ
れ
て
い
る
御
薗
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
は
「
み
ん
な
で
創
ろ

う
守
ろ
う
、住
み
よ
い
み
そ
の
」

を
目
指
し
て
、
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。

◆
み
そ
の
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

　
こ
の
夏
祭
り
は
、
御
薗
地
区

住
民
の
触
れ
合
い
・
絆
づ
く
り

の
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
御
薗
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
一
大
事
業
で
す
。

　
昨
年
は
、
防
災
体
験
・
た
こ

作
り
・
親
子
で
の
椅
子
作
り
な

ど
、
ど
の
世
代
で
も
楽
し
め
る

催
し
の
他
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
避

難
体
験
や
綱
引
き
大
会
な
ど
も

あ
り
、
夏
祭
り
の
開
催
中
、
会

場
が
常
に
盛
り
上
が
る
よ
う
に

考
え
ま
し
た
。

　
特
に
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
実
施

し
た
「
子
ど
も
手
筒
花
火
と
総

踊
り
」
は
、
町
民
が
一
体
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
も
７
月
28
日
㈯
に
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
他
、
恒
例
行
事
の
「
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
認
定

さ
れ
た
「
宇
治
歴
史
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
」を
歩
き
ま
し
た
。

　

宇
治
の
歴
史
を
学
び
な
が

ら
、
楽
し
く
歩
け
る
約
３
㎞
の

コ
ー
ス
で
す
。
コ
ー
ス
上
に
点

在
す
る
宇
治
の
名
所
は
、「
宇

治
の
ま
ち
歴
史
め
ぐ
り
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
、
周
知

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
他
の
主
な
活
動
は
、
防
災
活

動
と
し
て
資
機
材
倉
庫
を
設
置

し
、
今
後
、
非
常
時
に
必
要
な

物
を
配
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
自
主
防

災
隊
と
自
治
会
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
た
避
難
所
設
営
・
運

営
訓
練
の
実
施
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
「
神
領
と
天
領
の
郷
」
と
い

わ
れ
る
御
薗
。
現
在
で
は
９
区

16
自
治
会
あ
り
、
各
地
区
で
伝

統
行
事
が
今
も
な
お
続
け
ら

れ
、
歴
史
文
化
が
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

市
民
交
流
課（
☎
21

－

５
５
６
３　
FAX
21

－

５
６
４
２
）

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
54

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

　 
わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い

　
　
　
　
　
　 

　 

こ
と
が
あ
る

　
伊
勢
市
で
暮
ら
す
皆
さ
ん

全
員
が
、
地
域
の
「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー

で
す
。
ぜ
ひ
お
住
ま
い
の
地

域
で
活
動
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

進
修
ま
ち
づ
く
り
の
会

御
薗
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

宇治歴史ウォーキング

ステージイベント総踊り

宇
治
の
ま
ち
歴
史
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

昨年の夏祭りの様子
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子育て中の
あなた

いせファミリー・サポート・
センターのアドバイザーが

依頼会員・提供会員
相互の希望を調整して
コーディネートします。

ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
の
会

員
組
織
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
依
頼
会

員
と
提
供
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。登
録
は
無
料
で
す
の
で
、

登
録
し
て
お
く
だ
け
で
も
安
心

に
つ
な
が
り
ま
す
。
提
供
会
員

の
登
録
に
は
養
成
講
座
の
受
講

が
必
要
で
す
。

※
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
市
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
み
な
み
子
ど
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
委
託
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
お
よ
び
地
域
の
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
を

助
け
て
ほ
し
い
人（
依
頼
会
員
）

の
要
望
に
応
じ
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
人（
提
供
会

員
）を
紹
介
し
、
相
互
の
信
頼

と
了
解
の
上
で
、
一
時
的
に
子

困
っ
た
時
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
、
マ
マ
・
パ
パ
の
心
強
い
サ
ポ
ー
タ
ー
！

サポートの一例

今日はお母さんが仕事の間、子どもを預
かってもらいます。

サポーターさんとの出会いで、身内が増え
たようです。子どもも懐き、笑顔でバイバ
イしてくれます。

（依頼会員のお母さんより）

お
母
さ
ん
、

　
お
仕
事

　
　
頑
張
っ
て
ね
ー
！

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
み
な
み
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
）

（
☎
28

－

５
６
９
２　
FAX
28

－

５
６
７
９
）

平成29年度の
利用状況

保育所・幼稚園・学校・放課後児童クラブなどへの送迎　	 576件
保育所・幼稚園・学校・放課後児童クラブ前後の子どもの預かり	 237件
子どもの習い事などの援助　	 372件
病児・病後児・緊急時の預かりなど　	 405件
保育所・幼稚園・学校が休みの時の援助など　	 112件

利用数延べ
1,702件

●急な残業で子どもを保育所に迎えに行けない
●具合が悪くて病院に行きたい…
●仕事を探しに行きたいけれど、子ども連れでは難しい
●子どもの熱は下がったけれど、もう１日ゆっくり休ま
せたい。でも仕事は休めないし…
●市外から引っ越ししてきて、近所に子どもを見てくれ
る人がいないから、万が一の時に不安…
●第２子の出産時に見てもらえる人がいない

●時間に余裕もできたし、忙しいお母さ
ん・お父さんのお手伝いがしたいわ
●自分の子育てと一緒に子どもを預かれ
ばお手伝いになるのね

●困った事は何でも相談を
●経験豊富なアドバイザーが
サポート

提供会員 いせファミリー・
サポート・センター

依頼会員

サポートの仕組み

提供活動の受諾

提供内容の通知

事前打ち合わせ、
サポート、

サポート終了後の
報酬授受

依
頼
の
申
し
込
み

提
供
会
員
の
紹
介

子育てを
お手伝いして

くれるあなた
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対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
て
、
小
学
６

年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

開
所
時
間　
月
～
金
曜
日（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）、
８

時
30
分
～
19
時

※
緊
急
時
は
、
24
時
間
電
話
受

け
付
け
可
能
。

依
頼
会
員
の

セ
ン
タ
ー
利
用
案
内

利用料金

※伊勢市福祉医療費受給資格証（一人親家庭等）または生活保護受給証明書を
持っている市内在住の会員は、利用料金が３割減額されます。

利用時間 通常時 緊急時、
軽い病児・病後児

7：00～19：00 700円/時 1,000円/時
6：00～7：00、19：00～22：00 800円/時 1,200円/時

22：00～翌6：00
一部利用 1,200円/時

宿泊（連続８時間） 5,000円/回
年末年始（12/29～1/3） 800円/時 1,200円/時

予算額（いせファミリー・サポート・センター事業）　950万5千円（うち国・県補助金収入631万円）

子育てを終えた人や保育士の資格を持つ人など、子どもが好
きで、子どもに関わる活動をしたい人、自らの子育てのスキ
ル（能力）向上を目指すお母さんなどにおすすめします。

提供会員の養成講座を開催
　一時的な子どもの預かりや、保育所・幼稚園への送迎などをしていた
だく提供会員の養成講座を開催します。この講座では、子育てに関する
さまざまな知識・技術を学ぶことができます。

子育てのお手伝いを
しませんか？

とき・内容・講師 下表のとおり ところ いせトピア

定 員 30人（先着順）

対 象 市内および近隣市町に在住する20歳以上の人

受講料 無料（別途テキスト代2,100円が必要）

申し込み 電話・ファクスで、いせファミリー・サポート・センターへ
※全日程を受講できる人を優先します。全日程を受講できない人は
相談してください。
※受講後に提供会員として登録をお願いします。
※託児できます。（無料、要予約）

第１回提供会員養成講座プログラム
と　　　き 内　　　容 講　　　師　（敬称略）

8月25日（土）

9：25～ 9：40 開講式／オリエンテーション
9：45～11：45 子ども・子育てを取り巻く環境 秋山　則子（ＮＰＯ法人	三重みなみ子どもネットワーク	理事長）
12：45～14：15 子どもの生活へのケアーと援助 伊勢市こども課　保健師

伊勢市の子育て支援
14：25～17：25 子どもの事故と安全 富内　直美（日本赤十字社三重県支部	看護師）

8月26日（日）
10：30～12：30 子どもの遊び 山野　栄子（学校法人	大橋学園ユマニテク短期大学	准教授）
13：30～16：30 身体の発達と病気 羽根　靖之（はね小児科医院	院長）

9月1日（土）
9：30～12：30 小児看護の基礎知識 岡田　まり（株式会社	ジェネラス訪問看護ステーションほたるいせ	管理者）
13：30～16：30 子どもの栄養と食生活 馬場　啓子（管理栄養士）	

9月2日（日）
9：30～12：30 心の発達・障害について 千草　篤麿（高田短期大学子ども学科	学科長）
13：30～15：30 保育の心 堀川　美子（育児支援アドバイザー）
15：40～16：15 会則/事業説明 倉木　紀子（いせファミリー・サポート・センター	アドバイザー）

9月8日（土）
9：30～12：00 講座をふりかえって 秋山　則子（ＮＰＯ法人	三重みなみ子どもネットワーク	理事長）

サポーターとしての心構え

9月9日（日） 13：00～16：30 保育実習 堀川　美子（育児支援アドバイザー）

　子育てを助けてほしい人（依頼
会員）の希望する内容・時間で、
子どもを有償で一時的に預かる育
児援助をしていただきます。依頼
会員と提供会員の両方を兼ねるこ
ともできます。
　会員登録は無料です。また、万
一の事故に備えて保険に加入して
います。

提供会員って
何をするの？
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栄
の
全
貌
を
十
分
に
堪
能
で
き

る
企
画
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
町
の
五ご

二に

会か
い

ホ
テ
ル
を
は
じ

め
、
油
屋
旅
館
・
麻
吉
旅
館
・

両
口
屋
旅
館
な
ど
、
格
式
高
い

旅
館
が
多
く
存
在
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
軒
で
あ
る
大
安

旅
館
を
長
い
繁
栄
に
導
い
た
の

は
、女
将
の
井
村
か
ね
で
し
た
。

か
ね
の
献
身
的
な
も
て
な
し
は

宿
泊
客
の
評
判
に
な
り
、「
伊

勢
の
古
市
に
大
安
あ
り
」
と
い

わ
れ
る
ま
で
に
発
展
し
ま
し

た
。
か
ね
の
労
を
い
と
わ
な
い

人
柄
は
、
今
も
地
元
の
人
々
に

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

企
画
展
の
見
ど
こ
ろ

　
旅
館
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い

た
多
く
の
家
具
調
度
類
と
共

に
、
建
物
や
女
将
・
井
村
か
ね

の
写
真
を
展
示
し
、
往
時
の
繁

止
さ
れ
る
と
、
自
由
に
旅
館
業

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ち
並
み
の
整

備
で
何
軒
も
の
旅
館
が
建
設
さ

れ
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
大
正
時
代
に
は
、
市

内
に
１
０
０
軒
以
上
の
旅
館
が

立
ち
並
び
、
年
間
45
万
人
以
上

の
宿
泊
客
を
迎
え
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

古
市
の
旅
館
と

大
安
旅
館
の
女
将

井
村
か
ね

　
古
市
界
隈
に
も
明
治
か
ら
大

正
初
期
に
か
け
て
14
軒
の
旅
館

が
建
ち
、
大
勢
の
客
が
宿
泊
し

ま
し
た
。
元
帥
海
軍
大
将
・
東

郷
平
八
郎
な
ど
が
泊
ま
っ
た
尾

の
人
々
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
休

業
か
ら
閉
鎖
へ
の
道
を
辿
り
ま

し
た
。

伊
勢
の
旅
館
の
歴
史

　
江
戸
時
代
、
参
宮
客
は
全
国

各
地
か
ら
伊
勢
講（
伊
勢
参
り

の
た
め
の
団
体
）な
ど
を
組
み
、

御お
ん

師し（
参
拝
や
宿
泊
な
ど
の
世

話
を
す
る
人
）の
案
内
で
伊
勢

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
正
式
な
旅
館
業
は
許

可
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
宮
客
は

御
師
自
ら
が
経
営
す
る
宿
に
泊

ま
る
な
ど
、
旅
館
業
は
御
師
の

独
占
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
一

般
の
町
屋
宿
が
発
展
す
る
基
礎

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
４
年
に
御
師
制
度
が
廃

大
安
旅
館
と
は

　
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、

古
市
街
道
沿
い
で
参
宮
客
の
宿

と
し
て
栄
え
た
旅
館
で
す
。

　
明
治
初
期
に
井
村
大
安
が
創

業
し
、
軌
道
に
乗
り
か
け
た
明

治
38
年
、
近
所
の
火
事
で
類
焼

す
る
も
再
建
さ
れ
、
女
将
・
井

村
か
ね
の
努
力
で
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
と
繁
盛
し
続
け
ま
し

た
。
当
時
、
２
５
０
人
の
宿
泊

客
が
収
容
で
き
、
古
市
に
あ
っ

た
14
軒
の
旅
館
の
中
で
、規
模・

格
式
共
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇

り
ま
し
た
。

　
戦
災
も
逃
れ
ま
し
た
が
、
古

市
界か

い

隈わ
い

の
衰
退
に
は
逆
ら
え

ず
、
昭
和
47
年
頃
に
は
、
地
元

所 在 地　中之町69
開館時間　9：00～16：30
休 館 日　月曜日(祝日の場合は翌日)
　　　　　祝日の翌日（日曜日を除く）
入 館 料　無料

伊勢古市参宮街道資料館
☎・FAX  22-8410

ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局

［
文
化
振
興
課
内
］

（
☎
22

－

７
８
８
５　
FAX
23

－

８
６
４
１
） 63

伊
勢

伊
勢
古
市
参
宮
街
道
資
料
館

　
　
特
別
企
画
展｢
大だ

い 
安や

す 

旅 

館｣
開
催
期
間
：
７
月
10
日
㈫
～
８
月
12
日
㈰

女
将
の
井
村
か
ね

大安旅館 　ゴーグルを掛けて見るバーチャル
リアリティ（仮想現実）の世界をお楽
しみください。
と　き　７月21日㈯、13：00～
ところ　伊勢古市参宮街道資料館・
　　　　展示室
対　象　中学生以上
定　員　10人程度（先着順）
参加費　無料

大安旅館を

体感
三次元 で３Ｄ
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定
員　
30
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
無
料（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
３
０
０
０
円
が
必
要
）

申
し
込
み　
８
月
８
日
㈬
・
17

時（
郵
送
の
場
合
は
７
日
㈫
の

消
印
有
効
）ま
で
に
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直
接・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
北

部
支
所（
〒
５
１
６

－

０
８
０

４
御
薗
町
長
屋
２
７
６
７
、

iseshakyo-m
isono@

m
ie.

em
ail.ne.jp

）へ

※
申
込
書
は
、
同
協
議

会
の
本
所
・
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

同
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
「
共
助
」
の
立
場
で
の
新
た

な
担
い
手
と
し
て
、
訪
問
介
護

事
業
所
が
行
う
「
く
ら
し
応
援

サ
ー
ビ
ス（
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

Ａ
１
）」
で
働
き
た
い
人
を
対

象
に
、
従
事
者
養
成
研
修
を
行

い
ま
す
。

と
き　
９
月
４
日
㈫
・
９
時
45

分
～
16
時
、11
日
㈫
・
18
日
㈫
・

９
時
～
16
時
、
25
日
㈫
・
９
時

～
16
時
30
分（
全
４
回
）

※
こ
の
日
程
以
外
に
、
事
業
所

で
実
習
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
保
健
会
議
室

対
象　
全
日
程
に
参
加
で
き
、

介
護
福
祉
士
・
介
護
職
員
初
任

者
研
修
・
生
活
援
助
従
事
者
研

修
修
了
者
の
資
格
を
有
し
な
い

人

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
買
い
物
の

後
に
は
利
用
明
細
の
チ
ェ
ッ
ク

を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
一
度
返
済
が
滞
っ
て
し
ま
う

と
、
金
利
と
は
別
に
遅
延
損
害

金
が
加
算
さ
れ
て
、
さ
ら
に
返

済
額
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

追
い
込
ま
れ
て
他
の
金
融
業
者

か
ら
お
金
を
借
り
て
返
済
し
て

も
、
さ
ら
に
返
済
が
困
難
に
な

り
、
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま

う
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

多
重
債
務
相
談
を
行
っ
て
お
り
、

「
多
重
債
務
者
相
談
連
携
シ
ス

テ
ム
」に
沿
っ
て
、相
談
員
が
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
の
多
重
債
務
相
談
を
、
毎
月

第
３
木
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⃝

ボ
ー
ナ
ス
一
括
払
い

⃝

分
割
払
い

⃝

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い（
リ
ボ

払
い
）

　
こ
の
う
ち
、
分
割
払
い
と
リ

ボ
払
い
に
は
、
手
数
料（
金
利
）

が
掛
か
り
ま
す
。
特
に
、
毎
月

の
支
払
い
額
が
一
定
で
あ
る
リ

ボ
払
い
は
手
軽
で
、
利
用
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
支
払
い
額
が
一
定
で
あ
る
た

め
家
計
管
理
は
し
や
す
い
の
で

す
が
、
返
済
残
高
に
応
じ
た
金

利
が
必
要
な
た
め
、
翌
月
一
括

払
い
よ
り
も
支
払
い
総
額
は
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
リ
ボ
払
い
を
毎
月
利
用
し
続

け
る
と
返
済
額
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
し
ま
い
、
払
い
切
れ
な
い

状
況
に
困
る
人
も
い
ま
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用

す
る
と
き
は
、
代
金
の
支
払
い

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
ま

　
多
く
の
人
た
ち
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
持
つ
時
代
に
な

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
買
い
物
が
身
近
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
店
で
も
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
を
機
器
に
か
ざ
す
だ
け

で
、
簡
単
に
支
払
い
が
で
き
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
と

い
わ
れ
る
現
金
を
使
わ
な
い
時

代
の
到
来
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
金
を
使
わ
な

い
買
い
物
で
は
、
登
録
さ
れ
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
支
払
い
方
法

⃝

翌
月
一
括
払
い（
マ
ン
ス
リ

ー
ク
リ
ア
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

相
談
員
さ
ん
!!

予算額　844万円
（うち県補助395万6千円）

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
21

－

５
７
１
７　
FAX
22

－

５
０
１
４
）

教
え
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

リ
ボ
払
い

リ
ボ
払
い
は
借
金
と
同
じ
で
す
！

金
利
が
15
％
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
！

カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

余
裕
が
あ
る
と
き
は
す
ぐ
に
返
済

を
し
ま
し
ょ
う
！

⬅ホームページの
　ＱＲコード

伊
勢
市
く
ら
し
応
援
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
養
成
研
修

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会 

北
部
支
所

（
☎
22

－

６
６
１
７　
FAX
22

－

６
６
０
４
）

介
護
保
険
課

（
☎
21

－

５
５
６
０　
FAX
20

－

８
５
５
５
）
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共
通

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

７
月
17
日
㈫
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課
へ

　
日
本
脳
炎
は
、
蚊
が
媒ば

い

介か
い

す

る
病
気
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
も
症
状
が
現
れ
ず
に
経

過
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
発
症
し
た
場
合
は
20
～
40

％
が
死
に
至
る
病
気
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

で
、
罹り

患か
ん

率
を
75
～
95
％
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
接

種
対
象
年
齢
の
人
は
予
防
接
種

を
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
１

期（
３
回
）と
２
期（
１
回
）の
合

計
４
回
の
接
種
で
す
。
接
種
対

象
年
齢
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
「
広

報
い
せ
」
５
月
１
日
号
の
30
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～
い
つ
ま
で
も
元
気
に

動
け
る
体
づ
く
り
～

運　
動

と
き　
８
月
21
日
㈫
、
９
時
～

10
時
30
分

内
容　
理
学
療
法
士
の
話
と
実

技
「
ス
ム
ー
ズ
に
歩
く
た
め
の

体
づ
く
り
」、
い
せ
し
健
康
体

操
の
紹
介

定
員　
50
人（
先
着
順
）

※
同
課
が
開
催
す
る
転
倒
骨
折

予
防
教
室
・
シ
ニ
ア
筋
力
ア

ッ
プ
教
室
・
筋
活
講
座
の
受

講
経
験
が
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

持
ち
物　
飲
み
物
、
傷
害
保
険

料
10
円
、運
動
の
で
き
る
服
装・

靴

～
し
っ
か
り
噛か

ん
で

お
い
し
く
食
べ
よ
う
～

お
口
の
健
康
と
食
事

と
き　
８
月
６
日
㈪
、
13
時
30

分
～
15
時

内
容　
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛

生
士
の
話
、
お
口
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク（
唾だ

液
検
査
、
咀そ

嚼し
ゃ
く

力
チ

ェ
ッ
ク
）、
い
せ
し
健
康
体
操

の
紹
介

定
員　
50
人（
先
着
順
）

の
よ
う
な
悲
劇
の
歴
史
と
な
っ

た
の
で
す
。

　
そ
し
て
現
在
で
も
、
病
気
が

完
治
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
社
会
に
居
場
所
が
な
い
と

し
て
、
療
養
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る

限
り
、
こ
の
問
題
は
ま
だ
終
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
エ
イ
ズ（
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
）は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）に
感

染
し
た
結
果
、
本
来
の
免
疫
機

能
が
働
か
な
く
な
る
病
気
で
す
。

　
１
９
８
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ

で
情
報
が
流
れ
、
日
本
で
も
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
一
斉
に
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
エ
イ
ズ
の
恐
ろ
し

　
人
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
エ
イ

ズ
な
ど
へ
の
感
染
の
不
安
か

ら
、
表
面
的
な
情
報
や
う
わ
さ

を
う
の
み
に
し
て
、
感
染
者
を

避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
古
く
は
原

因
不
明
の
不
治
の
病
と
し
て
恐

れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
原
因

で
あ
る
「
ら
い
菌
」
の
感
染
力

は
極
め
て
弱
く
、
現
在
で
は
治

療
法
も
確
立
さ
れ
て
い
る
た

め
、
発
症
し
て
も
完
治
で
き
る

病
気
で
す
。

　
か
つ
て
は
予
防
の
た
め
と
し

て
、
感
染
者
を
療
養
所
へ
隔
離

し
、
名
前
を
変
え
さ
せ
、
家
族

と
も
縁
を
切
ら
せ
る
と
い
う
対

応
が
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
症
に

つ
い
て
の
誤
っ
た
認
識
が
、
こ

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に

人
権
政
策
課（
☎
21

－

５
５
４
５　
FAX
22

－

３
４
５
４
）

シ
リ
ー
ズ
人
権

な
る
ほ
ど
納
得
！

シ
ニ
ア
健
康
講
座

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

感
染
症
と
人
権
問
題 

（
ハ
ン
セ
ン
病
・
エ
イ
ズ
）

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〔
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
〕

（
☎
27

－

２
４
３
５　
FAX 

21

－

０
６
８
３
）

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

健
康
づ
く
り
通
信

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～
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血
液
は
、
人
工
的
に
つ
く
る

こ
と
や
長
い
期
間
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
病
気
や
け

が
で
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る

人
に
安
定
的
に
血
液
を
供
給
す

る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
継

続
的
な
献
血
へ
の
ご
協
力
が
と

て
も
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
夏
季
に
不
足
し
が

ち
な
輸
血
用
血
液
を
確
保
す
る

た
め
、
７
月
１
日
㈰
～
８
月
31

日
㈮
の
２
カ
月
間
、「
愛
の
血

液
助
け
合
い
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

献
血

と
き　
７
月
29
日
㈰
、
10
時
～

11
時
30
分
・
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢

ラ
ラ
パ
ー
ク

※
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
の

受
け
付
け
も
行
い
ま
す
の
で
、

　
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま

す
。

部
・
９
時
30
分
～
11
時
、
午
後

の
部
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア

対
象　
検
診
日
時
点
で
市
内
に

住
所
を
有
す
る
30
～
49
歳
の
人

※
受
診
で
き
る
の
は
、
１
年
度

に
つ
き
１
回
の
み
で
す
。

内
容　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ

る
検
診

定
員　
午
前
の
部
・
45
人
、
午

後
の
部
・
40
人（
い
ず
れ
も
先

着
順
）

料
金　
１
６
０
０
円（
乳
が
ん

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
無
料
）

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、〔
持

っ
て
い
る
人
〕健
康
手
帳
・
乳

が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

申
し
込
み　
７
月
17
日
㈫
・
８

時
30
分
か
ら
、
検
診
時
間
・
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で

同
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、
妊
娠

中
・
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

人
、
母
乳
が
少
し
で
も
出
て

い
る
人
は
受
診
を
避
け
て
く

だ
さ
い
。

　
現
在
日
本
で
は
、
乳
が
ん
を

患
う
女
性
は
11
人
に
１
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
、

女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
一
番

多
く
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
の

よ
う
に
年
齢
が
高
く
な
る
と
増

え
る
が
ん
と
は
異
な
り
、
30
代

か
ら
増
加
し
始
め
、
40
代
後
半

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
、
健
康
の
日
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
30
～
40
代
の
人
を
対

象
に
、
集
団
バ
ス
で
の
乳
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
８
月
11
日
㈷
、
午
前
の

と
き　
８
月
10
日
㈮
、
９
時
30

分
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
初
妊
婦
と
夫

内
容　
沐も

く

浴よ
く

体
験
、
妊
婦
模
擬

体
験
、
保
健
師
・
助
産
師
の
話

な
ど

定
員　
30
人
程
度

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

　
１
９
５
３（
昭
和
28
）年
に
制
定

さ
れ
た「
ら
い
予
防
法
」に
よ
り
、

感
染
者
の
隔
離
政
策
が
行
わ
れ
た
。

　
１
９
９
６（
平
成
８
）年
の
「
ら

い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法

律
」
の
制
定
に
よ
り
「
ら
い
予
防

法
」
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
１
９
９

８（
平
成
10
）年
に
「
ら
い
予
防
法

違
憲
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
」
が
提

起
さ
れ
、
２
０
０
１（
平
成
13
）年

に
隔
離
政
策
の
過
ち
を
認
め
、
患

者
に
謝
罪
。
２
０
０
８（
平
成
20
）

年
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定

し
た
。

さ
や
、
ど
の
よ
う
な
人
が
感
染

す
る
の
か
な
ど
の
情
報
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
認
識
が
偏

る
こ
と
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
へ

の
偏
見
や
差
別
の
助
長
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
が
極
め
て

弱
く
、
日
常
生
活
で
は
ほ
と
ん

ど
感
染
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
感
染
者
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
と
、
仕
事
を
辞
め

さ
せ
ら
れ
た
り
、
施
設
へ
の
立

ち
入
り
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る

な
ど
の
差
別
に
発
展
す
る
こ
と

が
あ
り
、感
染
を
隠
し
な
が
ら
、

自
分
の
健
康
に
不
安
を
抱
え
て

生
活
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
社
会

か
ら
の
隔
離
で
あ
り
、
感
染
者

に
生
き
づ
ら
さ
や
孤
独
感
、
絶

望
感
を
与
え
、
生
き
る
権
利
さ

え
奪
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
す
ぐ
に

手
に
入
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

感
染
者
へ
の
偏
見
や
差
別
を
助

長
し
な
い
よ
う
、
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
判
断
し
、
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

広
告

建築条件なし宅地分譲中

国
の
政
策
な
ど
（
ハ
ン
セ
ン
病
）

～
マ
マ
安
心
サ
ポ
ー
ト
い
せ
～

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

乳
が
ん
集
団
検
診

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動献血キャラクター

けんけつちゃん
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時７月21日㈯、17：00～
所しんみち商店街周辺、一之木中央公園
内しんみち縁日（かき氷・金魚すくい・ヨーヨー釣り
など）、厚生地区まちづくりの会・大世古町によるイ
ベントコーナー、太鼓披露、子ども木遣り、伊勢恋ソ
ーラン、屋台村、物産展、メダカすくい、園児のダン
ス、ジャンボガラポン大抽選会など

伊勢の夜祭
伊勢銀座新道商店街振興組合

（☎ 28-5668　FAX 27-2510）

◆スポレク教室（第１弾）
時７月21日㈯・13：00～21：00、22日㈰・13：00
～19：00
内理科工作教室、健康体操＆レクダンス教室、ヨガ＆
ストレッチ教室、皇學館大学レクリエーション部との
ふれあい教室、中国健康体操教室などを開催します。
◆障がい者スポレク教室
時７月21日㈯・22日㈰、15：30～17：00
内健康体操＆レクダンス教室、中国健康体操教室を開
催します。

〔共通〕
所小俣総合体育館
料市内の総合型地域スポーツクラブ会員…100円、会
員以外の市民…300円
申当日会場で受け付け
※詳しくは、いすずウキウキクラブまたは市のホーム
ページで確認してください。
※いせ健幸ポイント対象の教室もあります。

総合型地域スポーツクラブ交流・PR事業
スポレク教室
いすずウキウキクラブ事務局・尾西さん

（☎ 090-2349-6254）
〔事務局開設日時〕毎週水・土曜日 9：00～12：00

時７月22日㈰～、10：00～12：00（全10日・20回）
所いせトピア・２階 和室
対小学生以上（子どものみの参加可）
内浴衣の着方・帯結び・礼法（マナー）・組みひも体験・
伊勢音頭などの伝統文化を学ぶ教室です。
定20人（申し込み多数の場合は抽選）
申７月21日㈯までに、同会・竜田さんへ
※浴衣・帯を持っていない人には、無料で貸し出しま
す。

平成30年度 文化庁伝統文化親子教室事業
伊勢市浜郷伝統文化和装礼法親子教室
伊勢市浜郷伝統文化和装礼法親子教室実行委員会・
竜田さん（☎ 090-8552-3613　FAX 22-4647）

時８月１日㈬、17：00~21：00 所外宮およびその周辺
内神にぎわい広場…踊りの輪、ライブ、味の屋台村、大紀
町俳句障子行

あんどん

灯、外宮火除橋前…竹あかり、スタンプラ
リー、外宮参道…八朔俳句の伊勢和紙行灯と竹あかり
◆御塩道を歩いてみませんか？
時7月22日㈰、7：30～12：00
所集合場所：二見総合支所
内二見神前海岸の海水で作った塩を、塩の道を歩いて
外宮に奉納します。奉納後、参拝とお神楽があります。
料中学生以上…1,000円、小学生…500円（いずれも
保険料と参加賞代）
申７月19日㈭までに、電話またはファクスで同会・
吉川さん（☎090-1097-0266　 FAX	24-8620）へ

伊勢神宮 外宮さん ゆかたで千人お参り
外宮にぎわい会議・坂田さん

（☎ 090-3257-7674　FAX 23-0284）

時８月４日㈯、14：00～15：30
所皇學館大学・４号館431教室
内「教育資源として見た伊勢神宮の魅力」渡邉毅さん
（教育学科准教授）　申不要

皇學館大学 月例文化講座
皇學館大学 企画部 地域連携推進室

（☎ 22-8635　FAX 27-1704〔代表〕）

時９月７日㈮、18：45～21：15（受け付けは17：00～）
所集合場所：一之木中央公園
内指定された３店舗をグループ単位で回り、「はしご
酒メニュー」を楽しみ、スタンプラリーをします。３
店舗のスタンプを集めると、抽選会に参加できます。
料3,000円（前売りのみ）
申前売り券の購入は魚勘・二冨士・ふぐやで

伊勢のはしご酒スタンプラリー
伊勢のはしご酒スタンプラリー実行委員会（魚勘内）

（☎ 24-3017　FAX 23-2390）

時①８月21日㈫・②24日㈮、13：30～16：00
所①シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢（観光文化会
館）、②志摩市阿児アリーナ（志摩市阿児町神明1074-14）
対伊勢市・鳥羽市・志摩市・度会郡内に在住の小学生
とその保護者
内租税教育、映画上映（①「ＳＩＮＧ(シング)」、②「パ
ディントン」）
定①1,200人、②500人（いずれも先着順）
申同部会へ
※申し込み方法など詳しくは、学校で配布されるチラ
シをご覧ください。

夏休み親子映画会
公益社団法人 伊勢法人会 女性部会

（☎ 28-5665　FAX 24-8315）

イベント掲示板 　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。
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時７月22日㈰、14：00～（開場は13：30）
所ミキモトホール（黒瀬町1425）
内伊勢女声合唱団40周年を記念して「これからも歌
とともに」をテーマに、感謝の気持ちを込めてコンサ
ートを行います。

ありがとうコンサート
伊勢女声合唱団・川口さん（☎・FAX 23-1467）

時７月23日㈪、13：30～16：00
所いせトピア・３階 文化交流室
対会員以外の人も参加可
内鈴鹿の寺島先生を迎え１時間のリハビリ講習。その
後情報交換等をしながら楽しい時を共有しましょう。
リハ講習だけの参加も可。
申７月20日㈮までに、電話で同ブロック・中川さんへ

リハビリ講習と交流会
パーキンソンみえ伊勢志摩ブロック・中川さん

（☎ 090-7695-1520）

時７月28日㈯、12：00～20：00
所御薗小学校グラウンド（雨天時は同小学校・体育館）
内昼間は起震車・はしご車・シートベルト体験車・い
す作りなどの様々な体験。みその〇×クイズ大会も開
催。夕方からは御薗音頭。
※駐車場がないため、徒歩・自転車・おかげバスでお
越しください。

みそのふれあい夏祭り
御薗まちづくり協議会（☎・FAX 67-4243）

時７月29日㈰、13：30～15：45
所株式会社コムデック（小木町484-1）
対小学１年生～高校３年生で、ノートパソコンを持参
できる人
内初めての人でも、簡単なゲーム作成を通して、コン
ピュータ・プログラミングを体験できます。
定６人（申し込み多数の場合は抽選）
申７月19日㈭までに、ホームページ（ URL https://
coderdojo-ise.jimdo.com）から申し込み

パソコンでゲーム制作に挑戦！
コーダー道場伊勢

（  coderdojo.ise@gmail.com）

内会員同士の交流。年４回、全国友の会会報と三重県
支部会報等で最新の医療情報や体験談等が得られま
す。年２回、医療講演会実施。
料入会費1,000円、年会費4,800円

パーキンソンみえ会員を募集
パーキンソンみえ三重県支部・森寺さん

（☎・FAX 059-388-5008）

内視覚障がいのある方々に広報や情報誌などの文字を
音声化したＣＤやテープを届けています。お手伝いを
してくれる方を募集します。

ひばり朗読奉仕会会員を募集
伊勢市ひばり朗読奉仕会

（☎ 27-2425　FAX 27-2412〔社会福祉協議会中部支所〕）

みんなの広場 　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに
利用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板 & みんなの広場

掲載申し込み締め切り

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容　定定員
料料金　 申申し込み

９月15日号＝７月31日㈫
10月１日号＝８月15日㈬

広
告
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ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 集
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景
観
に
親
し
み
を
持
ち
、
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
内
の
好
き
な
景
観
の
絵
画
・
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

景
観
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

対
象　
市
内
に
在
住
し
て
い
る
小

学
生

規
格　
四
つ
切
り
画
用
紙（
38
㎝

×
54
㎝
・
縦
横
自
由
）、
着
色
画

材
は
自
由
、
自
作
・
未
発
表
の
も

の応
募
方
法　

９
月
７
日
㈮
ま
で

に
、
作
品
裏
面
に
作
品
個
票（
各

学
校
に
配
布
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）を
貼
り
、
各
学
校（
市

外
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
人

は
同
課
）へ

※
応
募
は
1
人
1
作
品
と
し
ま
す
。

わ
が
ま
ち
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上

の
人

規
格　
四
つ
切
り
サ
イ
ズ（
25・
４

㎝
×
30・５
㎝
）ま
た
は
ワ
イ
ド
四

つ
切
り
サ
イ
ズ（
25・
４
㎝
×
36・

５
㎝
）、
縦
横
自
由
、
カ
ラ
ー
・

モ
ノ
ク
ロ
自
由
、
８
０
０
万
画
素

以
上
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法 

９
月
７
日
㈮
ま
で
に
、

作
品
裏
面
に
応
募
票
を
貼
り
、
直

接
・
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒

５
１
６

－

０
０
１
６
神
田
久
志
本

町
１
４
３
６

－

１〔
８
月
20
日
㈪

以
降
は
、
〒
５
１
６

－

８
６
０
１

岩
渕
１
丁
目
７

－

29
〕、

toshi
kei@

city.ise.m
ie.jp

）へ

※
応
募
は
１
人
３
作
品
ま
で
と
し

ま
す
。

共
通

•

作
品
の
対
象
は
、
市
内
の
好
き

な
景
観（
ま
ち
並
み
、
自
然
風

景
、
歴
史
的
建
築
物
な
ど
）と

し
ま
す
。

•

応
募
作
品
は
市
に
帰
属
し
、
景

観
啓
発
活
動
な
ど
に
使
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
、
年
齢
・
性
別
・
活
動
す
る

日
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
長
期

的
に
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　
愛
情
と
誇
り
を
持

て
る
病
院
を
目
指

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
と
共
に
手

を
携
え
て
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
を
温

か
い
雰
囲
気
で
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
、
よ
り
安
心
し
て

医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
院
内
の
案
内
を
は
じ
め
患

者
さ
ん
の
お
手
伝
い
な
ど
の
細

や
か
な
対
応
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
か
ら
在
籍
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ま
で
、
関
係
部
署
と
の
調
整

な
ど
を
行
い
、
活
動
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

（
保
険
料
は
当
院
負
担
）へ
の
加

入
や
、
年
１
回
の
定
期
健
診
の

受
診
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

伊
勢
総
合
病
院（
☎
23

－

５
１
１
１　
FAX
27

－

２
３
１
５
）

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ　
60

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

募 

集

都
市
計
画
課

（
☎
21

－

５
５
９
１ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

伊
勢
市
の
景
観
絵
画
・

わ
が
ま
ち
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
を
募
集

活動日時
　月～金曜日（祝日・振替休日を除く）の８時30分～
17時の間で都合の良い時間

活動場所
　玄関ロビー、ボランティア室、病棟など
活動内容
①車いすの患者さんの介助
②院内案内、手話通訳
③移動図書（病室を訪れて入院中の患者さんへの本
の貸し出し）
④車いす、点滴スタンドなどの点検・清掃
　など
※ボランティア活動の内容や場所は、本人の希望によ
ります。また、無報酬での活動です。

ボランティア活動の内容
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m
ie.jp

）へ

※
応
募
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
と

も
１
人
１
作
品
と
し
ま
す
。

　
お
か
げ
バ
ス
や
路
線
バ
ス
を
も

っ
と
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
ま
ち
を
走
る
バ
ス
を
描
い
た

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学

し
て
い
る
小
学
生

規
格　
四
つ
切
り
画
用
紙（
38
㎝

×
54
㎝
・
縦
横
自
由
）、
着
色
画

材
は
自
由
、
自
作
・
未
発
表
の
も

の応
募
方
法　

９
月
10
日
㈪
ま
で

に
、
作
品
裏
面
に
応
募
票（
各
学

校
に
配
布
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）を
貼
り
、
各
学
校（
市
外

の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
人
は

同
課
）へ

　
人
権
尊
重
の
重
要
性
や
、
命
の

大
切
さ
な
ど
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー

と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学

し
て
い
る
小
・
中
学
生

規
格　
四
つ
切
り
画
用
紙（
38
㎝

×
54
㎝
・
縦
横
自
由
）、
着
色
画

材
は
自
由
、
自
作
・
未
発
表
の
も

の応
募
方
法　

９
月
３
日
㈪
ま
で

に
、
作
品
裏
面
に
応
募
用
紙（
各

学
校
に
配
布
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）を
貼
り
、
各
学
校（
市

外
の
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
人
は
同
課
）へ

標
語

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上
の

人（
中
学
生
を
除
く
）

規
格　
自
作
・
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　

９
月
３
日
㈪
ま
で

に
、
応
募
用
紙（
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）ま
た
は
、
は
が
き

な
ど
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
作
品
を
記
入
し
、郵
送
・

フ
ァ
ク
ス・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒

５
１
９

－

０
５
９
２
小
俣
町
元
町

５
４
０
、

jinken@
city.ise.

cooking

低カロリー・バランス食

家庭で
実践

（☎ 27-2435　 FAX 21-0683）健康課家庭で実践！
夏バテにならない
スタミナ食レシピ 豚肉の薬味ソースかけ

季節の野菜レシピ動画　伊勢市 検索低カロリー・バランス食レシピ　伊勢市 検索

市のホームページで、バックナンバーや「季節の野菜レシピ動画」を見ることができます。※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

１人分の
栄養価

190 kcal
⃝たんぱく質 14.3g　⃝脂質 8.7g
⃝炭水化物 12.2g　　⃝塩分 1.4g

❶豚肉は脂を取り、食べやすい大きさに切って、Ⓐをからめておく。
❷キャベツ、にんじんは千切り、青しそは半分に切って器に盛る。
❸しょうが、ねぎ、にんにくはみじん切りにし、Ⓑと混ぜ合わせ
て薬味ソースを作る。
❹テフロン加工のフライパンに油を熱し、❶に片栗粉をまぶした
ものをこんがりと焼く。
❺❷に❹を乗せ、❸のソースをかける。

⃝豚薄切り肉…………………120g
　　⃝生しょうが汁 …小さじ 1/2
　　⃝酒 …………………小さじ 1
⃝片栗粉 ……………大さじ 1杯半
⃝油 ………………………小さじ 2
⃝キャベツ ……………………40g
⃝にんじん ……………………30g
⃝青しそ ………………………２枚

⃝しょうが …………… 5 g
⃝ねぎ …………………15g
⃝にんにく ……………少々
　　⃝しょうゆ …大さじ 1
　　⃝砂糖 ………小さじ 1
　　⃝水 …………小さじ 2
　　⃝ごま油 …小さじ 1/2

作り方

材料
（２人分）

夏バテ予防のポイントテーマ

人
権
政
策
課

（
☎
21

－

５
５
４
５ 

FAX
22

－

３
４
５
４
）

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー・

標
語
作
品
を
募
集

交
通
政
策
課

（
☎
21

－

５
５
９
３ 

FAX
21

－

５
５
８
5
）

バ
ス
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

Ⓐ

Ⓑ

食欲が湧くように工夫をしましょう消化を助ける食材を活用しましょう

鉄分を取りましょう

胃がもたれる場合は、山芋・オク
ラ・モロヘイヤ・キウイフルーツ・
パイナップル・大
根などの消化を助
ける食材を利用す
ると良いでしょう。

酢やレモンなどの酸味や、しょう
が・みょうが・にんにく・しそ・
唐辛子などの薬
味・香辛料を利
用すると、食欲
が湧きます。

夏は食欲低下や汗の量が増えることで、体内の鉄分が
不足しがちです。鉄分は、レバー・牛肉・まぐろ・納
豆・ほうれん草・ひじき・ごまなどに多く含まれます。
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介
護
者
が
被
介
護
者
へ
、ま
た
、

子
ど
も
が
高
齢
の
親
へ
暴
力
を
振

る
う
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
受

刑
者
の
背
景
に
は
、
福
祉
に
関
連

す
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
刑
務
所
な

ど
を
出
所
し
た
人
が
、
社
会
の
一

員
と
し
て
生
活
が
で
き
る
地
域
に

つ
い
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

視
点
を
交
え
て
考
え
ま
す
。

と
き　
７
月
18
日
㈬
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

内
容　
講
演
「
罪
を
犯
し
た
高
齢

者
、
障
が
い
者
を
通
じ
て
思
っ
た

こ
と

－

社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
目
指
し

て

－

」

講
師　
小
野
田
正
晴
さ
ん（
三
重

県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
）

申
し
込
み　
同
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

へ

ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル

伊
勢（
観
光
文
化
会
館
）、
文
化

振
興
課
、
市
役
所
東
庁
舎
教
育

委
員
会
窓
口
、
各
総
合
支
所
生

活
福
祉
課
、
各
支
所
、
い
せ
ト

ピ
ア
、
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

配
布
し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度

の
出
品
者
に
は
郵
送
し
ま
す
。

と
き　
11
月
27
日
㈫
、
13
時
～

と
こ
ろ　
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー（
津
市
一
身
田
上
津
部
田
１

２
３
４
）

申
し
込
み　
８
月
10
日
㈮
～
９
月

10
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）に
、
受

験
申
込
書
を
直
接
・
郵
送（
簡
易

書
留
）で
同
公
社（
〒
５
１
５

－

０

１
０
４
松
阪
市
高
須
町
３
９
２

２
）へ

※
受
験
申
込
書
な
ど
は
、
同
公
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.m
ie-kousha.or.jp

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
で
の
取
り
寄
せ
も
で
き
ま

す
。

立
体
造
形
・
工
芸
部
門
…
立
体
造

形（
床
ま
た
は
台
上
に
置
い
て
鑑

賞
す
る
立
体
的
な
作
品
）、
工
芸

（
陶
芸
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・

染
織
・
紙
工
芸
な
ど
）

写
真
部
門
…
単
写
真
・
組
み
写
真

書
部
門
…
漢
字
・
か
な
・
て
ん
刻

な
ど

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
部
門
…

エ
ア
ブ
ラ
シ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
平
面
的
な
作

品出
品
料　
１
部
門
に
つ
き
１
０
０

０
円（
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
人
は
無
料
）

※
作
品
は
創
作
で
、
自
作
・
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
規
格

は
募
集
要
項
で
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
出
品
は
、
各
部
門
１
人
１
作
品

と
し
ま
す
。

※
募
集
要
項
と
出
品
申
込
書
は
、

７
月
17
日
㈫
以
降
、
シ
ン
フ
ォ

書
カ
ー
ド（
５
０
０
０
円
分
）な

ど
を
進
呈
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
事
務
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
30
日
㈫
か
ら
開
催
す
る
伊

勢
市
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　
平
成
15
年
４
月
1
日
以
前

生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

•

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る

•

鳥
羽
市
・
志
摩
市
・
明
和
町
・

度
会
郡
に
在
住
し
て
い
る

•

市
内
に
あ
る
文
化
団
体
に
加
入

し
て
い
る

募
集
部
門

平
面
造
形
部
門
…
岩
彩
・
油
彩
・

水
彩
・
版
画
な
ど
の
平
面
的
な
作

品

　
平
和
の
尊
さ
、
平
和
を
願
う
思

い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
な
ど
を
詠
ん

だ
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
７
月
31
日
㈫（
必
着
）

ま
で

応
募
方
法　
は
が
き
な
ど
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
作

品
を
記
入
し
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
伊
勢
地
区
労
継
承
セ

ン
タ
ー
内
・
同
事
務
局（
〒
５
１

６

－

０
０
３
５
勢
田
町
６
１
３

－

13
、

tikurou@
bronze.ocn.

ne.jp

）へ

※
応
募
は
１
人
１
作
品
と
し
、
自

作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

作
品
の
展
示
と
優
秀
作
品
の
選
出

　
第
１
次
審
査
で
選
出
し
た
入
選

作
品
を
「
非
核
・
平
和
第
40
回
空

襲
展
」
で
展
示
し
、
そ
の
中
か
ら

来
場
者
の
投
票
で
優
秀
作
品
を
選

出
し
ま
す
。

と
き　
８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

※
優
秀
作
品
の
応
募
者
に
は
、
図

非
核
平
和
第
40
回
空
襲
展
実
行
委

員
会
事
務
局

〔
伊
勢
地
区
労
継
承
セ
ン
タ
ー
内
〕

（
☎
・
FAX
25

－

１
６
９
７
）

人
権
政
策
課

（
☎
21

－

５
５
４
５ 

FAX
22

－

３
４
５
４
）

非
核
・
平
和
空
襲
展

平
和
の
川
柳
を
募
集

文
化
振
興
課

（
☎
22

－

７
８
８
５ 

FAX
23

－
８
６
４
１
）

2018 I
イ
セ

SE C
コ

レ

ク

シ

ョ

ン

OLLECTION

伊
勢
市
美
術
展
覧
会
の

作
品
を
募
集

昨年度の伊勢市美術展覧会

試
験
・
講
座

公
益
財
団
法
人 

三
重
県
下
水
道
公
社

（
☎
０
５
９
８

－

53

－

２
３
３
１

 

FAX
０
５
９
８

－

53

－

４
８
６
７
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

催
し
物

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

（
☎
63

－

５
２
２
４ 

FAX
27

－

２
４
１
５
）

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み 

講
演
会
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る
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

と
き　
８
月
23
日
㈭
、
14
時
～
16

時
30
分（
受
け
付
け
は
13
時
30
分

～
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容　
講
演
「
得
意
な
と
こ
ろ
は

伸
ば
し
、
苦
手
な
と
こ
ろ
は
補
い

ま
し
ょ
う
！

－

神
経
心
理
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

－

」

講
師　
志
村
浩
二
さ
ん（
浜
松
学

院
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
）

申
し
込
み　

７
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
同
研
究

所
へ

※
市
内
の
小・中
学
校
、幼
稚
園
、

保
育
所（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園

へ
通
う
子
ど
も
の
保
護
者
は
、

各
学
校
・
園
・
所
を
通
じ
て
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
手
話
通
訳
あ
り
。

※
託
児
あ
り
。（
要
予
約
）

と
き　
８
月
20
日
㈪
、
13
時
30
分

～（
開
場
は
13
時
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
ホ
ワ
イ

エ演
奏
予
定
曲　
童
歌
メ
ド
レ
ー
、

夏
の
メ
ド
レ
ー
ほ
か

定
員　
２
０
０
人

入
場
料　
中
学
生
以
上
…
５
０
０

円（
全
席
自
由
席
）

※
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

※
入
場
券
・
入
場
整
理
券
は
、
シ

ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
響

ホ
ー
ル
伊
勢
事
務
所
窓
口
、
県

営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
事
務
所
窓
口

で
販
売
・
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
子
ど
も
、
落
ち
つ
き
が
な
い
子

ど
も
、
学
習
が
苦
手
な
子
ど
も
な

ど
、
発
達
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ

で
ハ
ン
セ
ン
病
快
復
者
の
人
生
を

描
い
た
意
味
」
ド
リ
ア
ン
助
川
さ

ん（
作
家
、
詩
の
道
化
師
）、
小
・

中
学
生
の
人
権
作
文
の
発
表

定
員　
５
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
通
訳
・

赤
外
線
補
聴
シ
ス
テ
ム
あ
り
。

　
ピ
ア
ノ
・
ボ
ー
カ
ル
・
鍵
盤
ハ

ー
モ
ニ
カ
・
フ
ル
ー
ト
の
音
楽
ユ

ニ
ッ
ト
「
Ｔタ

ル

ト

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
♪
Ｔタ

タ
Ａ
Ｔ

Ｉ
ンＮ
」
に
よ
る
生
演
奏
と
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

と
き 

８
月
３
日
㈮
、10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・

３
階

内
容　
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ヨ
ー

ヨ
ー
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、綿
菓
子
、

く
じ
引
き
な
ど

チ
ケ
ッ
ト

配
布
日
時　
８
月
２
日
㈭
、
９
時

～
16
時
30
分

種
類　
３
種
類（
ヨ
ー
ヨ
ー
、
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
、
綿
菓
子
、
く
じ
引

き
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
種
類
先
着
50
人

ず
つ
で
、
１
人
に
つ
き
い
ず
れ

か
１
枚
で
す
。
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
は
、
チ
ケ
ッ
ト
な
し
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

と
き　
７
月
25
日
㈬
、
14
時
30
分

～
16
時
20
分

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容　
講
演
「
私
た
ち
は
な
ぜ
生

ま
れ
て
き
た
の
か
？
小
説『
あ
ん
』

　
み
ん
な
で
食
べ
る
楽
し
さ
や
食

事
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
付
い
て

も
ら
う
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

と
き　
７
月
28
日
㈯
、
12
時
～
13

時
30
分

と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・

１
階
洋
室

対
象　
市
内
の
学
校
に
通
学
し
て

い
る
小
学
生
～
高
校
生

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
７
月
15
日
㈰
～
22
日

㈰（
17
日
㈫
を
除
く
）の
９
時
～
17

時
に
、直
接・電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
　
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
恒
久
平
和
を
願
い
、
原
爆

被
災
ポ
ス
タ
ー
展
を
行
い
ま
す
。

と
き　
①
７
月
23
日
㈪
・
12
時
～

８
月
３
日
㈮
・
12
時
、
②
８
月
６

日
㈪
・
12
時
～
15
日
㈬
・
17
時
15

分と
こ
ろ　
①
二
見
・
御
薗
総
合
支

所
、
②
市
役
所
本
庁
、
小
俣
総
合

支
所

人
権
政
策
課

（
☎
21

－

５
５
4
５ 

FAX
22

－

３
４
５
４
）

原
爆
被
災
ポ
ス
タ
ー
展

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
27

－

２
４
２
２ 

FAX
27

－

２
４
１
２
）

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

カ
レ
ー
食
堂

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
27

－

２
４
２
２ 

FAX
27

－

２
４
１
２
）

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

人
権
政
策
課

（
☎
21

－

５
５
４
５ 

FAX
22

－

３
４
５
４
）

人
権
を
考
え
る

市
民
の
集
い

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢

（
☎
28

－

５
１
０
５ 

FAX
28

－

５
１
０
６
）

観
光
文
化
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業

こ
ど
も
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト

ドリアン助川さん

こちらの事業は、
いせトピア「まなび
のパスポート」スタ
ンプの対象講座と
なります。

 

予
算
額　
約
31
万
円

教
育
研
究
所

（
☎
22

－

７
９
０
０ 

FAX
22

－

７
８
９
８
）

特
別
支
援
教
育
講
演
会

Ｔ
タ ル ト

ＡＲＴＥ♪Ｔ
タ タ ン

ＡＴＩＮ

 

予
算
額　
11
万
１
千
円



22広報いせ　平成30年７月15日号 広報いせ　平成30年７月15日号

•

そ
の
他
工
事
部
門（
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事
）…
朝
日
丸
建
設
㈱〔
松

下
漁
港
浚
渫
工
事
〕

　
「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
」

に
有
効
期
限
が
あ
る
場
合
は
、
利

用
証
の
有
効
期
限
ま
で
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期

限
の
３
カ
月
前（
有
効
期
限
が
９

月
末
の
場
合
は
７
月
１
日
）か
ら
、

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
・

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
、
要
介
護

高
齢
者
、
難
病
の
人
は
、
平
成
29

年
７
月
か
ら
利
用
証
の
有
効
期
限

が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
６
月
以
前
に
利
用
証
の
交
付
を

受
け
た
人
は
、
更
新
す
る
こ
と
で

利
用
証
の
交
付
要
件
に
該
当
し
な

く
な
る
ま
で
使
え
ま
す
。

　
な
お
、
前
記
以
外
の
人
で
利
用

証
を
使
っ
て
い
る
場
合
は
、
引
き

続
き
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
も
い
や
り
駐
車
場
を

利
用
す
る
と
き
は
、
利
用
証
は
車

内
の
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
な
ど
の
見
や

す
い
場
所
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
中
に
完

成
し
た
工
事
の
う
ち
、
成
績
が
特

に
優
秀
な
工
事
を
施
工
し
た
業
者

の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
業
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

•

土
木
一
式
工
事
部
門（
一
般
）…

㈱
森
田
建
設〔
本
町
大
湊
線
電

線
共
同
溝
整
備
工
事
〕

•

土
木
一
式
工
事
部
門（
汚
水
管

渠
）…
下
建
設
㈱〔
本
町
処
理
分

区
汚
水
幹
線
築
造
工
事
〕

•

建
築
一
式
工
事
部
門
…
吉
川
建

設
㈱〔
東
豊
浜
津
波
避
難
施
設

新
築
工
事
〕

•

水
道
施
設
工
事
部
門
…
㈱
山
信

工
業〔
大
倉
川
水
管
橋
設
置
工

事
〕

•

ほ
装
工
事
部
門
…
㈱
西
山
組

〔
宮
本
１
号
線
道
路
舗
装
工

事
〕、
下
建
設
㈱〔
明
星
第
２
処

理
分
区
ほ
か
汚
水
管
渠
関
連
舗

装
工
事
〕

•

電
気
工
事
部
門
…
シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱〔
下

田
ポ
ン
プ
場
電
気
設
備
補
修
工

事
〕

•
造
園
工
事
部
門
…
㈲
太
陽
緑
地

〔
朝
熊
山
麓
公
園
芝
生
広
場
整

備
工
事
〕

　
左
表
の
市
有
地
を
、
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件　
一
定
の
資
格
を

満
た
す
個
人
・
法
人（
入
札
保
証

金
が
必
要
）

申
し
込
み　
７
月
27
日
㈮
～
８
月

２
日
㈭
に
、
申
込
書
と
添
付
書
類

を
直
接
同
課
へ

入
札
日　
８
月
８
日
㈬

※
入
札
案
内
は
、
同
課
・
各
総
合

支
所
生
活
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ズ
、
模
擬
裁
判
員
裁
判
、
裁
判
官

へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

定
員　
20
組（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　
７
月
23
日
㈪（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
、
夏
休

み
自
由
研
究〈
よ
う
こ
そ
！
裁
判

所
へ
〉参
加
希
望
、
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
学
年
、
保
護
者
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
同

裁
判
所
へ

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
は
、

保
護
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
１
組
に
つ
き

１
通
の
応
募
に
限
り
ま
す
。

　
平
成
24
～
26
年
に
か
け
て
地
籍

調
査
を
実
施
し
た
本
町
・
宮
後
１

丁
目
・
一
志
町
に
つ
い
て
、
地
籍

調
査
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
岩
渕
１
～
３
丁

目
に
続
き
、本
町
・
宮
後
１
丁
目
・

一
志
町
も
測
量
成
果
の
有
償
交
付

を
同
課
で
行
い
ま
す
。

手
数
料　
２
０
０
円

　
同
研
究
所
で
は
、
研
究
所
の
仕

事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
玉

城
庁
舎
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

と
き　
７
月
28
日
㈯
、
10
時
～
15

時（
荒
天
時
は
中
止
）

と
こ
ろ　
増
養
殖
研
究
所
玉
城
庁

舎（
玉
城
町
昼
田
２
２
４

－

１
）

内
容　
研
究
の
紹
介
・
展
示
、
タ

ッ
チ
プ
ー
ル（
魚
と
触
れ
合
う
プ

ー
ル
）、
ミ
ニ
水
族
館
、
電
子
顕

微
鏡
観
察
、
海
藻
の
し
お
り
作
り

な
ど

と
き　
８
月
７
日
㈫
、
13
時
30
分

～
16
時（
集
合
は
13
時
15
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
津
地
方
裁
判
所（
津
市

中
央
３

－

１
）

対
象　
小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の

保
護
者

※
保
護
者
は
小
学
生
１
人
に
つ
き

１
人
。

内
容　

裁
判
員
裁
判
○
×
ク
イ

お
知
ら
せ

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21

－

５
５
５
８ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

用
地
課

（
☎
21

－

５
５
６
２ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

用
地
課

（
☎
21

－

５
７
２
０ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

国
立
研
究
開
発
法
人 

水
産
研
究
・

教
育
機
構 
増
養
殖
研
究
所

（
☎
０
５
９
９

－

66

－

１
８
３
０

 

FAX
０
５
９
９

－

66

－

１
９
６
２
）

お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
の
更
新
申
請
を

市
有
地
を
売
却

地
籍
調
査
の
登
記
完
了
と

測
量
成
果
の
有
償
交
付

増
養
殖
研
究
所

玉
城
庁
舎
の
一
般
公
開

津
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

（
☎
０
５
９

－

２
２
６

－

４
１
７
２
）

夏
休
み
自
由
研
究

よ
う
こ
そ
！ 

裁
判
所
へ

市有地売却物件

所在地 常磐１丁目216番2

面積 626.06㎡（約189坪）

地目 宅地

建ぺい率（容積率） 60%（200%）

用途地域 第一種住居地域

最低売却価格 12,020,000円

検
査
室

（
☎
21

－

５
５
０
２ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

優
秀
施
工
業
者
を
表
彰
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補
助
対
象
経
費
・
金
額　
新
た
に

共
済
契
約
に
加
え
る
被
共
済
者
の

共
済
掛
け
金
納
付
額（
12
カ
月
分
）

の
20
％（
上
限
額
は
１
人
当
た
り

１
２
０
０
０
円
）

申
し
込
み　
12
カ
月
分
の
共
済
掛

け
金
の
納
付
完
了
後
、
申
請
書
と

必
要
書
類
を
直
接
同
課
へ

員
も
加
入
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
中
退
共
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://chutaikyo.

taisyokukin.go.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
従
業
員
の
福
祉
の
増

進
と
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、

退
職
金
共
済
制
度
の
共
済
掛
け
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済
制
度

に
加
入
し
て
い
る
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
事
業
者

•

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

•
新
た
に
従
業
員
を
被
共
済
者
と

し
て
加
入
さ
せ
、
そ
の
掛
け
金

を
納
付
し
て
い
る

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
制
度
）は
、
中
小
企
業
の

た
め
の
、
国
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
退

職
金
制
度
で
す
。

制
度
の
特
色

•

掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す（
一
部
対
象
外
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

•

掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手

数
料
も
掛
か
り
ま
せ
ん

•

社
外
積
立
型
の
た
め
管
理
が
簡

単
で
、
従
業
員
ご
と
の
納
付
状

況
や
退
職
金
試
算
額
な
ど
を
事

業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

•

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
28

障
が
い
福
祉
課（
☎
21

－

５
５
５
８　
FAX
20

－

８
５
５
５
）

「
悪
い
」

右
手
の
人
さ
し
指
を
、鼻
先
を
か
す
め
る
よ
う
に
、

右
か
ら
左
へ
振
り
下
ろ
し
ま
す
。

※
手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

天狗の鼻を振り払う
イメージです
※諸説あります。

市のホームページで手話動画を
見ることができます。
みんなで手話 伊勢市 検索

愛称 トモニー

独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
・
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

（
☎
０
３

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

 

FAX
０
３

－

５
９
５
５

－

８
２
１
１
）

商
工
労
政
課

（
☎
21

－
５
５
６
８ 

FAX
21

－

５
６
３
６
）

退
職
金
は
中
退
共
制
度
で

退
職
金
共
済
制
度
に

加
入
す
る

中
小
企
業
を
支
援

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21

－

５
５
５
８ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

身
体
障
害
者
等
福
祉
車
両

購
入
費
等
助
成
事
業
を
開
始

　
重
度
の
身
体
障
が
い
の
あ
る
人

の
社
会
参
加
の
促
進
と
介
助
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
昇
降
装

置
を
搭
載
し
た
福
祉
車
両
の
購

入
・
改
造
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

在
宅
の
身
体
障
が
い
者

（
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
１
級

ま
た
は
２
級
の
障
が
い
が
あ
り
、

移
動
に
車
い
す
を
使
用
し
て
い
る

人
）ま
た
は
、
そ
の
人
を
介
助
し

て
い
る
同
居
の
親
族

※
所
得
要
件
な
ど
の
条
件
あ
り
。

助
成
対
象
経
費
・
金
額

•

福
祉
車
両
と
同
型
標
準
仕
様
車

両
の
購
入
に
必
要
な
経
費
の
差

額
。
中
古
車
を
購
入
す
る
場
合

は
、
購
入
に
必
要
な
経
費
の
５

分
の
１
に
相
当
す
る
額

•

福
祉
車
両
へ
の
改
造
に
必
要
な

経
費

※
い
ず
れ
も
上
限
額
は
30
万
円
。

☎

広
告

介護のことはおまかせください 

ＮＰＯ法人 和泉 伊勢市勢田町 656-134 

訪問看護ステーションほほえみ 

認知症対応型デイサービスほほえみ 

民家型デイサービスほほえみ勢田 

お問い合わせ ☎ 0596-63-6870 
HP https://npo-izumi-hohoemi.wixsite.com/shiawase 

いずみ 
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「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。
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視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、障がい福祉課（☎21-5558 FAX 20-8555）へ
連絡してください。また、「声の広報いせ」は、直近１カ月分を市のホームページに掲載しています。

伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています0120-220-417 通話料無料
フリーダイヤル ☎27－2435健康課問い合わせ先 21－0683FAX

予算額 977万6千円

　７月26日㈭から始まるインターハイ。伊勢市で
開催される競技は、男子バレーボールを皮切りに、
陸上競技、男子サッカー、剣道と続きます。
　全国から集まる選手の皆さんに頑張っていただけ
るよう、市民の皆さんのご協力で、おもてなしの準
備も進められています。

さあ、インターハイを盛り上げましょ
う！

（☎ 63-9780　 FAX 28-9020）

国体推進課内・平成30年度全国高等学校
総合体育大会伊勢市実行委員会事務局

※インターハイ開催に伴い、交通規制などが実施されます。詳しくは、今号の「広報いせ」と同時配布
の「平成30年高校総体交通案内図」をご覧ください。皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

日　時 内　　容 会　　　場

7月26日㈭
16：30～ 開会式 県営サンアリーナ（メインアリーナ）

7月27日㈮
9：30～ 予選グループ戦・敗者復活戦

三重交通Ｇ
グループ

 スポーツの杜
もり

 伊勢 体育館（本館２面）
県営サンアリーナ

（メインアリーナ４面・サブアリーナ１面）

7月28日㈯
9：30～ 決勝トーナメント戦(1・2回戦)

三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館（本館２面）
県営サンアリーナ（メインアリーナ４面）

7月29日㈰
9：30～ 決勝トーナメント戦（3・4回戦）

三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館（本館２面）
県営サンアリーナ（サブアリーナ２面）

7月30日㈪
9：30～

準決勝戦 三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館（本館２面）
決勝戦 三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館（本館特設１面）
閉会式 三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館（本館）

男子バレーボール競技でスタート ！ 競技・式典日程

2018 彩る感動 東海総体
伊勢で決まる高校日本一
いよいよ始まるインターハイ！

Ⓒインターハイ


